各大手ゼネコンでは、作業所に入場する全作業員の徹底を期するため、９８年１０月より「就労カード」制を導入している。この制度を形骸化させることのないよう本年の安全衛生協力会の重点方策にも就労カードの事前作成を徹底し、新規入場時の提出率の向上させる事が上げられている。導入から３年が経つ今、もう一度原点に立ち返り「就労カード」制の意義とその運用方法を学ぶ必要がある。
	1.「就労カード」制導入のねらい

	1. 作業員の高齢化が進んでいる現状を考慮して、健康管理の推進と安全確保を図る。

2. 一時会社及び雇用会社が作業員の健康状態、年齢等により高所作業を行う者を「高所作業登録者」として登録し、作業員の適正配置を促進する。

	（導入の背景）
1. 働き盛りの中高年者が作業所で私病（脳内出血・心筋梗塞）で倒れ病院へ搬送されるケースが急増していた。（95年-11名、96年-13名、97年-16名） 

2. これらの私病の多くは、“立ち眩みや意識の喪失”が症状として現れることがあり、作業時での発症は墜落災害を招きかねない。



	
	2「就労カード」制とは
1. 「就労カード」を使用して作業者に入場する全作業員の氏名、年齢、職種、経験年数、雇用会社名、1次会社名の健康診断実施月日、実施期間、高所作業登録、保有資格一人親方等又は、労働者等を予め登録しておく制度をいう。 

2. 作業所に作業員を入場させる場合は、事前に「協力会社安全衛生関係管理所類」（グリーンファイル）に「就労カード」の写しと「作業員一覧表」を添付して提出する。これによって新規入場者・送り出し教育を受け、書類をチェックされて作業所へ入場することができるのである。 




	
	★「高所作業登録ガイドライン」


	
	□年齢等による高所作業登録ガイドライン
　「65才以下であること」
注１.
65歳を超える場合でも、事業主の判断により特に問題がなければ高所作業者として登録を可能とする。
注2.
常識的に判断して、視力・聴力・運動能力に問題があれば、高所作業者として登録不可とする。
□疾病による高所作業登録ガイドライン
　「表-1の9疾病にかかっていないこと」
注１.
表-1は目安であり、最終判断は雇用主と1次会社が行う
注2.
精密・再検査の結果、疾病がないことが判明すれば高所作業の登録は可とする。
注3.
○印は治療中であれば、高所作業の登録は可とする。
注4.
×印は治療中でも高所作業登録を不可とする。
注5.
△印は治療中でも程度により、高所作業の登録に可と不可がある。
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	表-1


	
	No
疾病
＜健康診断の結果＞
精密検査・再検査
の所見者
医師の下で
治療中の者
治療中の場合の補足説明
1
心筋梗塞
×
×
・完治するまで高所作業登録不可
2
狭心症
×
△
・軽微な場合は、高所作業登録可
・ニトログリセリン剤等服用者は
高所作業登録不可
3
不整脈
×
△
・軽微な場合は、高所作業登録可
4
てんかん
×
×
・完治するまで高所作業登録不可
・抗けいれん剤等の服用者も高所
作業登録不可
5
糖尿病
血糖値目安
高血糖　140以上
低血糖　 60以下
×
△
・軽微な場合は、高所作業登録可
・インシュリン注射等の服用は
高所作業登録不可
6
高血圧症
目安
最大血圧160以上
最小血圧95以下
×
○
・降圧剤等の服用者でも平常血圧
・維持者は、高所作業登録可
7
低血圧症
目安
最大血圧100以上
最小血圧60以下
×
△
・軽微な場合高所作業登録可
8
消化器からの出血疾患
×
○
・医師に就業禁止されていなけ
れば高所作業登録可
9
メンタル疾患
×
×
・完治するまで高所作業登録不可



	
	★高所作業とは作業位置、（作業床）まで2m以上をいう。
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